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　　（整理番号　２９）

平成２０年度事業評価書（事前）要旨

評価実施時期：平成２０年８月 担当部局名：大臣官房国際課

昆虫媒介疾患対策

基本目標Ⅹ
　国際化時代にふさわしい厚生労働行政を推進すること
　
施策目標１
　国際社会への参画・貢献を行うこと
　
施策目標１－１
　国際機関の活動への参画・協力を推進すること

　 本事業は、統合媒介昆虫管理(IVM)を用いて、昆虫媒介疾患対策を推進するためのガイドライン
の策定及びアフリカにおける昆虫媒介疾患の蔓延地域の担当官を対象にした研修指導を実施する。

（必要性の評価）

（有効性の評価）

（効率性の評価）

【評価結果の概要】

その他行政関与の必要性の有無(主に官民の役割分担の観点から) 有 無
(理由)

本事業は、長期的、世界的な視野に立った技術協力（ODA）であり、国際機関を通じ
た協力を行う必要から、我が国政府が関与していく必要がある。

その他国で行う必要性の有無(主に国と地方の役割分担の観点から) 有 無
(理由)
国際機関を通じて技術協力を行う必要から、国として事業を行う必要がある。

民営化や外部委託の可否 可 否
(理由)
WHOの有する専門的な知識やノウハウが必要なため、当該国際機関を通じて事業を実

施する必要がある。

他の類似事業(他省庁分を含む)がある場合の重複の有無 有 無
(有の場合の整理の考え方)

政策効果が発現する経路（投入→活動→結果→成果）
（投入）
国際機関により事業計画を決定。日本から医師等の専門家の派遣。

（活動）
国際機関において専門家会議の実施、ガイドラインの作成、アフリカにおける研修の

実施。

（結果）
事業実施国において、昆虫媒介疾患対策の推進。

（成果）
昆虫媒介疾患対策に係るガイドラインの策定、事業実施国における昆虫媒介疾患の減

少等により、国際社会への参画・貢献を行う。

事業の有効性
昆虫媒介疾患対策については、TICADⅣ及びG8北海道洞爺湖サミットにおいて重要な

ものとして議論されており、これに係る支援を我が国が積極的に行うことで、世界的評
価につながる。

事業の実施にあたり、当該分野において豊富な知識と経験を有する国際機関を活用す
ることで、より効率的かつ的確な事業を実施することができる。



記載事項（抜粋）

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

年月日

　（政策等への反映の方向性）
　評価結果をふまえ、平成21年度概算要求概算要求において、所要の予算を要求する。
　　（概算要求額：９５百万円）

施政方針演説等

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

アウトカム指標 本事業と指標の関連についての説明
（達成水準／達成時期）
１
２
（調査名・資料出所、備考）
※本事業の指標について、事業実施主体は国際機関であるため、事業計画が不確定な現
時点での指標設定は行うことができない。

アウトプット指標 本事業と指標の関連についての説明
（達成水準／達成時期）
１
２
（調査名・資料出所、備考）
※本事業の指標について、事業実施主体は国際機関であるため、事業計画が不確定な現
時点での指標設定は行うことができない。

参考指標 本事業と指標の関連についての説明
１
２
（調査名・資料出所、備考）


